
早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第１回会議

開催日時：令和４年６月２３日（木）15:00～17:00

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

【主な講演内容】

・現代社会の三つのリスク

・危機管理の定義

・災害リーダーシップとは

・災害支援時の心得から

・災害プロアクティブの法則

❖広島東警察署 … 災害救助のための訓練実施など

❖広島東消防署 … 自主防災組織の支援、防災訓練の実施

❖東消防団牛田分団 … 水害・火災への対応準備

❖東区地域起こし推進課 … 避難情報の最近の情勢ほか

❖東区地域支えあい課 … 新型コロナ関連の避難への対応ほか

❖広島市立早稲田中学校 … 地域と連携した防災学習

❖広島市立早稲田小学校 … 防災学習週間、総合学習での防災学習

❖広島女学院大学 … 平成30年7月豪雨での経験

❖東区社会福祉協議会 … 社協防災月間における防災展示

❖牛田・早稲田 … 災害発生時の避難の声かけ、

地域包括支援センター 福祉避難所の利用案内ほか

❖早稲田公民館 … 避難所開設支援、自主防との連携活動

❖東区医師会 … 広域災害・救急医療情報システムの紹介

❖ちゅピＣＯＭ … ＬＩＮＥを活用した地域との情報共有

❖広島電鉄(株) … 異常気象時対応マニュアルの見直し

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 災害ボランティア事業の紹介

❖(株)トータテ都市開発 … 停電時自立発電など災害対応住宅の供給

❖早稲田学区社協 … 地域防災への参加の模索

❖早稲田女性会 … 避難所開設訓練など自主防災活動参加

❖早稲田学区自主防 … わせだ防災プランの取り組み推進ほか

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演
「地域防災力向上の諸課題」- 第２回 災害リスクマネジメント -

３．令和４年度の防災に関する取り組み状況など（情報交換）

４．その他の意見交換

５．早稲田学区自主防災連絡協議会からのお知らせ

・わせだ防災プランとその展開

・わせだ防災拠点プロジェクト構想

松井 一洋 名誉教授による講演

西田会長挨拶

（牛田・早稲田地域包括支援センターより）

・避難生活が長期化した場合のエコノミークラス症候群や筋力低下への対策について

（ＮＰＯ法人イマジナスより）

・災害発災時のボランティアセンター立ち上げについて

参加者からの情報提供（早稲田小学校）

わせだ防災拠点プロジェクト構想



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第２回会議

開催日時：令和４年９月１５日（木）14:00～16:45

開催会場：平成30年7月豪雨被災現場、早稲田公民館ほか

１．早稲田学区内 現地視察

※「平成30年7月豪雨 早稲田学区 災害記録」にて説明

・視察計画説明（広島女学院大学ゲーンスチャペル内）

・被災家屋跡地での土石流発生状況説明

・被災家屋での災害ボランティア活動状況説明

・早稲田学区における土砂災害の危険性についての説明

早稲田集会所での避難所開設ルール説明

被災地での土石流発生状況ほかの説明

わせだ防災拠点プロジェクト構想の説明

１）平成30年7月西日本豪雨 早稲田学区被災箇所 現地視察
（牛田東４丁目土石流発生現場（広島女学院大学敷地奥）

２）早稲田集会所

・早稲田学区における避難所開設ルールの説明

・集会所、公民館での避難所運営における取り組みの説明

・集会所のバリアフリー化など避難所環境改善の取り組みの説明

３）牛田東第３公園

・わせだ防災拠点プロジェクト構想の説明

２．現地視察の感想・意見交換（早稲田公民館）

・大雨で橋が木などで塞がれた場合の水、土砂の氾濫の危険性を意識

して現地を平常時から確認しておくことが重要

・円滑な救助活動をするため土地勘がある消防団員の参加が必要

・ハザードマップや現地での土石流危険渓流など災害危険箇所におけ

る発生要因と災害発生時の被害イメージの確認の必要性

・避難所運営の負担軽減の取り組みなど好事例の活用

・新しく転入してきた住民への避難場所の周知を続けることが大切

・具体的な災害時の活動を考えるため現地を把握することが必要

・早稲田団地が孤立した場合の被災者、要配慮者への支援方法を検討

することが必要

・避難所で避難者が過ごす環境の改善を進めることが大切

・早稲田学区で進められている地域防災活動をどのように支援するか

考えておくことが必要

・被災地や災害が発生しそうな場所に住む方へ迅速かつ正確に情報を

提供できるよう地域や関係者と連携した取り組みが必要

・一人で避難するのが困難な住民の方の支援を考えておくことが大切

・災害時の教訓などをずっと伝え続けて住民で共有することが大切

・災害時の活動や支援を十分に行えるよう、地域団体の日頃のつなが

りの強化やボランティア登録の拡大などを進める必要がある

・平成30年の災害の時にはがけ崩れがあり、危うく人が巻き込まれる

ところだった。大雨の時の行動には注意が必要。

・今回の現地視察を含めて、医師会など普段は地域に直接関わる機会

のない方々から意見をもらえるのは貴重。大切にしていきたい。

現地視察の感想・意見交換（早稲田公民館）

「平成30年7月豪雨 早稲田学区 災害記録」



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第３回会議

開催日時：令和４年１２月１５日（木）14:30～16:30

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な講演内容】

序 なぜ人々は防災に無関心なのか

１．災害のサイクル（時系列的把握）

２．避難行動等の災害情報について

３．避難行動の多様化

４．未完の防災ステム（例示）

１．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

- 第３回 現在の防災活動が意味するもの（１）-

２．早稲田学区における今年度の防災に関する取り組み状況報告

松井 一洋 名誉教授による講演

参加者からの情報提供（NPO法人IMAGINUS）

【紹介した取り組み内容】

１）個別避難計画の作成活動の展開

２）避難所開設・運営訓練

３）中学校・小学校での防災学習

４）情報発信・広報活動

５）わせだ防災拠点プロジェクト

６）受援力向上の取り組み

７）ジュニアリーダーの育成

８）早稲田学区地区防災計画の計画提案

９）今後の活動予定

早稲田学区の防災取り組み状況

３．参加者からの情報提供・意見交換

１．情報提供

１）早稲田中学校における防災学習の取り組み状況

２）広島県一斉地震防災訓練における早稲田小学校での訓練結果

３）今年度の取材・放送と災害時の情報連携（ちゅピＣＯＭ）

４）広島女学院大学での「Volun-tive（ボランティブ）」の取り組み

（ＮＰＯ法人イマジナス）

２．意見交換

１）個別避難計画の有効性を高めるための取り組みについて

（早稲田学区自主防災連絡協議会から）

意見交換に対する回答（東区役所）

地域防災プラットフォーム 会議状況



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第４回会議

開催日時：令和５年３月９日（木）14:30～16:20

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な講演内容】

１．平時のまちづくり・防災体制

２．逃げ惑う人々

３．『72時間の壁』

４．シリア内戦地帯における救助・救援

５．わが国の国際救助・防災への見直し

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

-第４回 トルコ・シリア地震の発生 -

３．早稲田学区から防災活動の取り組み状況報告

松井 一洋 名誉教授による講演

１）早稲田学区避難所運営マニュアル検討委員会

２）早稲田中学校防災学習（１年生）

３）ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」

４）友楽（ゆうらく）タイム防災教室

５）ジュニア防災リーダー 参加者募集

６）わせだ防災拠点プロジェクト

７）早稲田学区地区防災計画の計画提案

早稲田学区の取り組み状況報告
（わせだ防災拠点プロジェクト）

４．参加者からの情報提供

地域防災プラットフォーム 会議状況

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖広島東警察署 … 災害時の訓練状況、防災フェアへの参加

❖東消防団牛田分団 … 各種訓練の再開、分団の団員加入

❖東区地域起こし推進課 … 避難所運営マニュアル更新の取り組み

❖広島市立早稲田小学校 … 安全マップ作成発表、防災マップを使用

した通学路マップの配布 ほか

❖東区社会福祉協議会 … 東区防災訓練でのＶＣパネル展示

❖牛田・早稲田 … 介護施設の閉所や介護職の高齢化などに

地域包括支援センター よる機能低下に伴う災害対応力への懸念

❖東区医師会 … 防災マニュアルの改正、災害時に医師が

避難所へ訪問する取り組み ほか

❖ちゅピＣＯＭ … 地震時における情報提供方法の改善

❖広島電鉄(株) … 大規模災害時におけるＢＲＴ（バス高速

輸送システム）の導入効果

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 広島女学院大学の学生ボランティアとの

取り組み

❖早稲田女性会 … 女性防災士による新たな活動の企画検討

❖早稲田学区社協 … 新たな体制での早稲田学区まちづくり

５．地域防災プラットフォームに期待するもの（自由意見の中から主なもの）

・防災の関係者がここまで一堂に会する機会はなかなかないので、このようなネットワークが維持できたらよい

・参加する機関・団体が連絡、相談できる関係作りとその関係を活かした防災以外での連携の拡大ができるとよい

・今年度実施したような現地視察などフィールド企画があった方がよい

早稲田学区社協からの情報提供
（新たな体制でのまちづくり）
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